
淑徳大学の講座は「江戸の光と影」
というテーマで、お二人の先生の講義
があります。１つは、環境問題をテー
マとした北野大教授の講座（2002年１
月19日（土）放送予定）。もう１つは、
人形浄瑠璃や歌舞伎をテーマとした渡
邊保教授の講座です。
今回は、北野大教授にお話を伺うため、
淑徳大学の研究室へおじゃましました。
北野大教授といえば、テレビやラジオで
もご活躍で有名ですが、本職は淑徳大
学国際コミュニケーション学部経営環境
学科の教授で工学博士です。北野先生
は公開講座の取り組みについて、熱心に
「紙」にメモを取りながら、お話しくださ
いました。「講義のテーマ『環境問題』は、
地球に住む市民・生活者の一人として、
すべての人間に共通に与えられている

課題です。受講の対象としては、高校生
から一般の方までを考えていますので、
わかりやすい一般的な講義にしたいです
ね」。また、衛星を使った遠隔授業につ
いては、「たとえ双方向性を持たせたとし
ても、受講者全員の反応を確認すること
は難しいですし、また、費用もかかって
しまいます。今回は、録画放送の講義で
すので、遠隔地で受講される方々の反
応を見ることはできません。ですから、
今回のような番組は、自分で学習を進め
ていく『きっかけ』や対面教育を補うもの
として、意味のあるものと言えるでしょう
ね。」と、お考えをお話くださいました。
さて、今回の講義では、循環型社会・

リサイクル社会が実現していた江戸時代
の知恵を「光」の部分と捉え、それを現
代の科学技術にうまく生かして、取り入
れていくことができないか、ということを
考えていきます。例えば、し尿を肥料と
して使う再利用の方法。太陽エネルギー
を使ったり、太陽とともに生きる、といっ
た太陽依存型社会。屋敷林、茅葺屋根、
縁の下、打ち水、といった自然をうまく
使った、あるいは自然と一体の生活スタ
イル。自給自足や魚中心の食生活から見
出される生活の知恵。そして、「ものを大

事にする」精神、「足るを知る」という思
想など・・・。
もちろん、江戸時代の知恵や生活ス

タイルをそのまま現代に適応すること
は、現実的にも環境的にもできません。
しかし、現代の快適さや清潔さを維持
しつつ、江戸時代の生活の知恵に現代
技術をうまくインプットすることによ
って、現代技術では捨ててしまってい
る資源を、再資源化できるのではない
か。「棄てる過去より、活かす未来へ」
がキーワードです。
先生の研究室には、｢吾唯足知｣（わ

れただたるをしる）の言葉をデザイン
した色紙がかかっています。また、な
るべくエアコンをつけない、無駄な電
気を使わない、エレベーターを使わず
に歩く、大学から駅まではタクシーで
はなくスクールバスを使う、など環境
に配慮した生活を実践していらっしゃ
います。環境問題を解決していく上で
大事なことは、技術と思想の両方を学
ぶこと、そして個人のライフスタイル
を見直していくことです。１つ1つのこと
に環境への配慮が感じられる先生の姿
からも、環境問題を解決するとはどうい
うことか、考えさせられました。普段は、
バラエティー番組などでよく拝見する北
野大先生ですが、環境問題のような専門
の講義を、しかも地元で視聴できる機会
は、なかなかありません。ここにも、エ
ル・ネット「オープンカレッジ」の魅力があ
ると言えるでしょう。 （五十嵐牧子）

大阪府立大学では、１月23日（水）に
行う講座「宇宙利用工学」で、e-メール
および携帯電話（ｉモード）を使い講義中、
講師に質問ができるようにします。質問

の方法については１月15日以降、下記の
URLで見ることが出来ます。是非、講師
にリアルタイムに質問をして下さい。
URL：ht tp ://www.cen ter .osaka fu -

u.ac.jp/̃tamura
問合わせ：大阪府立大学
電話：0722-54-9154
E-Mail：tamura@ center.osakafu-u.ac.jp
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